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人工呼吸 :13巻2号

一一人工呼吸関連機器・ユーザーのレポート

アコマ人工呼吸器 ART-l000
酸素・空気プレンダーのノウハウ

アコマ医科工業株式会社開発研究室早川 憧

以前当社では、ガス駆動方式の人工呼吸器

ART-2000を製造していました。空気源には圧

力 500kPa、流量 40e;分の出力が得られる
400Wのコンプレッサーを使用していましたが、

それから発生する 68dBの騒音を病室での使用

に適した 50dB以下にするための防音処理をは

じめ、圧縮熱を冷却し、 240e /分の大気を吸
い込むときに生じる湿度とゴミの除去が必要で

あったため装置の大型化や消費電力の上昇(10A)

を回避することができず、コストを低く抑える

ことが困難でした。また性能維持のために、数

千時間ごとのメンテナンスを要しました。

このようなことから、「空気j原が不要であり、圧

縮空気の配管がなく、病室でも使用できる静か

な人工呼吸器」の開発に着手する運びとなりま

した。そこで麻酔用人工呼吸器で実績のあった

“モータ}駆動方式"を採用することで従来の

諸問題をクリアし、アコマ人工呼吸器ART-1000

を世に送り出すに至りました。

作動音を 40dB以下に抑え、スリムなボディで、

さらにランニングコストも当社比で1/20以下

に低減することができたのです。

ART -1000の動作概要は、まず高圧の酸素を

リザーパーに溜めて低圧にしてから、プレンダ

ーで室内空気とミックスして設定濃度にします。

それをモーター駆動のベローズに吸い込み、吸気

相で患者へ送り出します。ベローズを使用してい

るため内部コンブライアンスが大きくなりますが、

「コンブライアンス補正jにより是正されていますの

室内空気と高圧酸素(300~ 500kPa)を高精度
で混合させるには、酸素圧をなるべく大気圧に近

づけることが重要です。そのために用いているリ

ザーパーは 0.5cm H，Oで2eの酸素が蓄えられま
す。リザーパーの膨らみを検出する 2個のリミッ

トスイッチは、冗長設計によって検出不良を防い

でいます。さらに破れを想定して、一定量の酸素が

供給されているのに膨らみが検出きれないとい

う場合の警報が設けられています。しかし、こ

れまでのところ使用中にこの警報が作動した実

例はありません。

ブレンダーの構造は、下図のようになっていますo

ベース部で空気と酸素が仕切られ、その上に回

転板がスプリングで押さえ付けられています。

回転板に空いた穴の数の比で酸素濃度を可変調

節しています。この部分では、ベースと回転板

が軽く回る状態で、しかも漏れが生じないこと

が要求されます。そのためには接触面にテフロ

ンコーティングを施した後に、数ミクロンを研

磨して互いを水平にする手法を用いていますη

この技術により、酸素濃度を::!::2%以内の精度

で供給することができるのですn

このように、アコマ人工呼吸器ART・1000は

当社が長年にEり培ってきた、安全に対する配
慮とノウハウによって設計製造されています。
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戸コマ人工呼吸器

自然呼吸への限りなき接近をめざす、

アコマの最新鋭機。
充実のサポート機能が、患者にやさしく対応

アコマART-l000は、フロート リガ一

方式をはじめリザーバーバッグ経由

の回路内定常流やフ。レッシャーサポ

ート機能 (IDVモード)を備えた、頼

り甲斐のあるベンチレーターです。

これらの機能を併用することに / 

より、ウィーニングにお ー

いて患者は自発呼吸の マ
際にもタイムラ夕、呼吸

抵;抗;あるいはファイティン

グなどのストレスから解放され、ひい

ては早J朗回復の助長につなカ、ります。

CF-PEEP 
承認番号0460482

呼気終末圧を、一定の周期、一定の圧差聞で

変動させる新しいタイプのPEEPユニット。

局所性の肺陣干与を

はじめ、急性呼日及

不全の症例におい

ても肺酸素化能の

改善に優れた効果

が期待できます。
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